


資料：内閣府「家族と地域における子育てに関する意識調査」（平成25年）

資料：文部科学省「地域の教育力に関する実態調査結果の概要」（平成18年）

■「地域の教育力」が以前に比べて低下していると考える理由　
（対象：小中学生の保護者）

■公共の場での子ども連れの親への手助けや話しかけを
しないと思う理由　（対象：20～79歳）

※ 「地域の教育力」が以前に比べて低下していると考える理由について
　14項目の中から３つまで選択。グラフは上位５位項目の回答率
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個人主義が浸透してきているので
（他人の関与を歓迎しない）

地域が安全でなくなり、こどもを他人と交流
させることに対する抵抗が増しているので

近所の人々が親交を深められる機会が
不足しているので

人々の居住地に対する親近感が
希薄化しているので

いやがられたり、断られたりするかも
しれないから

人ごみなどに子どもを連れてくるべき
ではないと思うから

母親の就労が増加しているので

何をすればいいかわからないから

親が自分で解決すべきと思うから

子どもにどう接していいかわからないから

他の人が助けてくれると思うから

その他

わからない
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